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民生委員児童委員の学校訪問 
６月４日（火）、北明小校区の７名の民生委員児童委員

さんが学校訪問に来てくださいました。授業参観では全

校児童の授業を見てもらいました。その後、自由に意見

や感想を述べていただきました。民生委員さんは、子供

と直接ふれ合うことが大切であるという趣旨から、教室

に入って給食も一緒に食べていただきました。子供たち

とのふれ合いを通してより親密感が増したようです。有

意義な一時を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

３年生とお話ししながら食べました  みんなと食べた給食おいしかったよ 
 

 

７日と10日はプール開きでした。いよ

いよ今年も各学年で水泳の授業が始ま

りました。水泳を頑張ると、どんないい

ことがあるのでしょうか？水泳による

効用には、次のようなことがあると言わ

れます。 

子どもたちは、水遊びや水泳が好きです。低学年では

水を怖がる子もまだいますが、早く慣れて水泳の楽しさ

を味わってもらいたいと思います。これから夏休みまで、

しっかりとプールを利用し、泳げるよう指導していきま

す。飛び込み台やプールサイドからの飛び込みは禁止で

す。楽しい水泳も一つ間違えると大きな事故につながり

かねません。指導者の言うことをよく守り、自分で目標

を定めて、しっかり頑張ってもらいたいと思います。 

 

 

 

 

 

 
１年生と６年生でバシャバシャしたよ    おんぶやだっこしてもらって遊んだよ 

第１回学校運営協議会 

６月１１日に第 1 回学校運営協議会を開催しました。本協議会

の委員長は、兵庫教育大学の川上先生です。他の委員さん方は、老

人会代表や公民館・駐在員の代表、ＰＴＡ会長、地域の有識者など

で構成され、一定の権限と責任を持って学校運営に参画していた

だいています。一回目の会議では、昨年までの取り組みについて報

告を行った後、今年度の基本方針の確認や重点事項について話し

合いを深めました。よりよい地域コミュニティーを作り上げてい

くことで、児童は地域とより深く

繋がり、生きる力を育成できま

す。学校が地域コミュニティーの

核となることで、地域の再生や活

性化に繋がっていけば幸いです。

これからも、保護者や地域の方々

のご協力をどうぞよろしくお願

いします。             熱心に協議される委員さん方 

  保健委員会による児童集会 
６月１１日(火)は保健委員会による児童集会を開催し

ました。テーマは、「正しい手の洗い方」についてでし

た。梅雨の時期、じめじめとうっとうしい季節です。湿

気によりカビや細菌類が繁殖しやすい時期でもありま

す。食中毒も起こりやすく、この時期に正しく手を洗う

ことは保健衛生上、大変大切なことです。保健委員さん

達のクイズや話、手洗いのビデオ視聴等を通して手を洗

う大切さや手洗いの仕方がよく分かりました。子供達の

実態は、手洗いが十分とは言えませんし、手を洗った後、

ハンカチで拭かない、そもそもハンカチを持ってこない

子供もたくさんいます。家庭でも手洗いの習慣化につい

てご協力をお願いいたします。 

 

 

 
保健委員会による手洗いクイズです    感想交流をして気付きや感想を発表します 

ご協力に感謝いたします 

ボランティア委員会による白い羽根共同募金  

５月にボランティア委員会が取り組んだ白い羽根共

同募金ですが、運動会の折に保護者・地域の方々にご協

力をいただき、14,098円の募金が集まりました。ご協力

本当にありがとうございました。また、昨年度の「エコ

キャップ回収」に対する感謝状と記念品を白石町商工会

青年部様よりいただきました。本校では、ボランティア

委員会を中心に、今後も環境や福祉への取り組みに頑張

ります。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

白石町立北明小学校 

校 長  古賀 敏文 

 

 

 

１ 心肺機能や全身の筋力を鍛えることで体力がつく。 

２ 日光や水に素肌をさらして皮膚を鍛えることができる。 

３ 目標に向けて練習することで頑張る力がつく。 

４ 泳ぐ力はいざという時に生命を守ることができる。 


